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研究成果の概要（和文）：本研究は、1930年代半ばから40年代初めにかけての日本とドイツの総力戦体制構築の
過程で、労働・余暇問題への対処を主眼とした両国の社会政策がいかなる役割を果たしたのかを、比較歴史社会
学的な観点から考察しようとしたものである。とくにナチス・ドイツの余暇組織「歓喜力行団」が戦時下日本の
厚生運動に与えた影響に焦点をあてることで、労働科学やテイラー主義・フォード主義といった欧米の先進的な
経営管理手法を受容しつつ、余暇の積極的活用を通じて労働生産性の向上をはかったナチスの社会政策が、どん
な形で戦時下日本の社会改革構想に受け継がれ、総力戦体制＝福祉国家体制の構築に寄与することになったのか
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study examined, from a comparative socio-historical perspective, how 
the social policies of Japan and Germany from the mid-1930s to the early 1940s, which were bound to 
cope with labor and leisure issues, contributed to establishing the total war system of the two 
countries. By focusing in particular on the influence that the Nazi leisure organization “Strength 
through Joy“ exerted on the Japanese leisure movement “Kosei Undo”, it made clear in which manner
 the Nazi social policy, which adopted advanced management methods such as Taylorism and Fordism and
 increased labor productivity through utilizing leisure time, was introduced to the social reform 
plan of wartime Japan, contributing to the establishment of total war (welfare state) system.

研究分野：歴史社会学・ドイツ現代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 研究代表者はこれまで、ナチ党大会やヒ
トラー崇拝などを典型とする「政治の美学
化」や、出産奨励からエロティシズムの擁護
にいたる「性-政治」を主たる対象として、
ナチズムによる「欲望の動員」のメカニズム
を歴史社会学的に解明する作業に従事して
きた。そして、ドイツの文書館・図書館等で
の史料調査にもとづく研究の結果、ナチスの
支配が暴力や強制によってではなく、むしろ
自発的な同意によって支えられていた実態
が明らかになり、その研究成果を著書『魅惑
する帝国――政治の美学化とナチズム』（名
古屋大学出版会、2007 年）と、『愛と欲望の
ナチズム』（講談社選書メチエ、2012 年）に
まとめた。こうした研究の過程で、ナチスが
広範な国民を政治的に動員するにあたって、
労働者に様々な娯楽や慰安を提供すること
で懐柔をはかっていたこと、なかでも余暇の
「喜び」によって労働者の「力」を増進しよ
うとしたナチスの余暇組織「歓喜力行団」の
活動が大きな役割を果たしたことに、関心を
深めるようになった。さらに、この「歓喜力
行団」の活動が当時ドイツと関係を強めつつ
あった日本でも注目を集め、日本厚生協会の
設立をはじめとする戦時下の厚生運動の発
展に決定的な影響を与えた事実も明らかに
なり、この問題を扱った論文を国内外で発表
するなど、本格的な研究に着手することにな
った。 
 
(2) 本研究に関連する国内外の研究動向に
ついては、㋐ナチスの社会政策、とくに「歓
喜力行団」の活動、㋑日本の総力戦体制と厚
生運動の展開、㋒日独関係、とくに文化面で
の交流の 3 点が焦点となる。㋐については、
ドイツを中心に欧米には多数の研究が存在
するが、近年の傾向として労働科学やテイラ
ー主義・フォード主義の影響やそれとの共時
性を強調する研究が出てきており、本研究は
そうした新しい動向を国内の研究に導入す
る意義をもつこと、㋑については、総力戦体
制論や厚生運動研究など、国内の研究の蓄積
が厚いが、ナチスの社会政策の影響をドイツ
の史料にもとづいて考察した研究は少なく、
その点に未開拓の問題が残されていること、
㋒については、日独関係史を中心に近年大き
な注目が集まっている分野だが、国内外とも
に日独の外交関係に焦点をあてた研究が多
く、文化面での交流に関する研究は手薄であ
ることが指摘できる。本研究は以上の 3点に
わたる国内外の研究動向に鑑み、それぞれの
領域で手薄な問題をカバーすると同時に、新
たな視角から研究を発展させようとするも
のであり、その意味で、国内外の研究動向に
おいて先駆的な意義をもつ。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、ナチス・ドイツの余暇組織「歓
喜力行団」が戦時下日本の厚生運動に与えた

影響を中心に、1930 年代半ばから 40 年代初
めにかけての両国の総力戦体制構築の過程
を比較歴史社会学的な観点から考察し、余暇
の積極的活用を通じて労働生産性の向上を
はかったナチスの社会政策が、どんな形で戦
時下日本の社会改革構想に受け継がれ、総力
戦体制＝福祉国家体制の構築に寄与するこ
とになったのかを明らかにしようとするも
のである。ナチスの「歓喜力行団」が日本の
厚生運動に影響を与えた事実自体は、研究代
表者のそれまでの研究によって概ね明らか
になっているので、本研究では上述の国内外
の研究動向に対応して、㋐ナチスの社会政策、
とくに「歓喜力行団」の活動、㋑日本の総力
戦体制と厚生運動の展開、㋒日独関係、とく
に文化面での交流の 3点に焦点をあてて、そ
れぞれの領域で以下の具体的な課題を設定
することにした。 
 
(2) ㋐ナチスの社会政策、とくに「歓喜力行
団」の活動については、余暇の「喜び」によ
って労働者の「力」を増進しようとしたこの
組織の活動が、戦間期欧米の余暇運動の影響
を受けながら独自の発展をとげた点、また労
働科学・テイラー主義・フォード主義といっ
た先進的な経営管理手法を受容つつ労働生
産性の向上をはかった点を中心に、総じて 20
世紀前半の国際的な潮流に棹さすものであ
ったことを明らかにしようとした。㋑日本の
総力戦体制と厚生運動の展開については、厚
生運動が「歓喜力行団」を模範として急速な
発展をとげた経緯、厚生運動の指導方針をめ
ぐる対立と混乱、厚生運動が総力戦体制構築
の過程で果たした役割を中心に、ドイツの影
響のもとで展開した日本の社会政策のあり
方を、20 世紀の総力戦体制＝福祉国家体制の
成立という枠組みのなかで問い直すことを
試みた。㋒日独関係、とくに文化面での交流
については、「歓喜力行団」を模範として厚
生運動が発展をとげる過程で、日独の精神的
な絆を強調する相互認識・イメージが形成さ
れ、両国の外交的な関係強化に無視できない
役割を果たしたこと、にもかかわらずその相
互認識・イメージは矛盾に満ち、表面的なも
のにとどまらざるをえなかったことを明ら
かにしようとした。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は、ナチス・ドイツの余暇組織「歓
喜力行団」が戦時下日本の厚生運動に与えた
影響を中心に、1930 年代半ばから 40 年代初
めにかけての両国の総力戦体制構築の過程
を比較歴史社会学的な観点から考察しよう
とするものであるが、具体的な研究の進め方
としては、ⓐドイツの文書館・図書館等で行
う史料調査、ⓑ日本の文書館・図書館等で行
う史料調査、ⓒ応募者の所属研究機関で行う
史料分析・研究調査の 3つを組み合わせなが
ら進める方法をとった。そして、具体的な研
究対象としては、㋐ナチスの社会政策、とく



に「歓喜力行団」の活動、㋑日本の総力戦体
制と厚生運動の展開、㋒日独関係、とくに文
化面での交流の 3 点に焦点をあてることで、
最終的には、余暇の積極的活用をはかったナ
チスの社会政策が、どんな形で戦時下日本の
総力戦体制＝福祉国家体制の構築に寄与す
ることになったのかを明らかにすることを
試みた。なお、本研究は当初平成 26 年〜28
年度の 3年間を予定していたが、最終年度の
史料調査が計画の半分程度しか実施できな
かったため、研究期間を 1年間延長し、残り
の半分程度の史料調査を平成 29 年度に実施
するにいたったことを付記しておく。 
 
(2) ㋐ナチスの社会政策、とくに「歓喜力行
団」の活動については、「歓喜力行団」とそ
の上部組織である「ドイツ労働戦線」が発行
していた機関誌や、両組織の関係者が記した
文書などを幅広く渉猟するため、各年度 1〜2
回にわたりⓐドイツの文書館・図書館、とく
にベルリンの連邦文書館と国立図書館、外務
省政治文書館、ミュンヘンの現代史研究所と
国立図書館などで史料調査を行った。そこで
得られた史料・文献をもとに、ⓒ所属研究機
関で研究調査を行うことで、「歓喜力行団」
が戦時期欧米の余暇運動の影響を受けなが
ら独自の発展をとげ、国際的な余暇運動の主
導権を握るにいたったこと、また「歓喜力行
団」を中心とするナチスの社会政策が、労働
科学やテイラー主義・フォード主義といった
先進的な経営管理手法を受容し、当時の国際
的な潮流に棹さすものであったことを明ら
かにしようとした。 
 
(3) ㋑日本の総力戦体制と厚生運動の展開
については、厚生運動の関係者の見解を示す
文書や、日本厚生協会の機関誌『厚生の日本』、
産業報国運動や健民運動、国民精神総動員運
動に関する史料・文献を幅広く渉猟するため、
各年度 1回ほどⓑ日本の文書館・図書館、と
くに大阪市立大学図書館や日本体育大学図
書館などで史料調査を行なった。そこで得ら
れた史料・文献をもとに、ⓒ所属研究機関で
研究調査を行うことで、余暇の積極的活用を
めざした厚生運動が具体的な方向性を欠き、
組織的な実現を見ないまま展開せざるをえ
なかったこと、また総力戦体制確立の急務が
叫ばれるなか、厚生運動が労働統制の強化を
目的とする勤労新体制建設の動きに呑み込
まれ、実質的な意味を失うことになったこと
を明らかにしようとした。 
 
(4) ㋒日独関係、とくに文化面での交流につ
いては、「歓喜力行団」と厚生運動の関係を
中心に、日独の政治外交や文化交流に携わっ
た関係者の見解を示す文書や、1940 年の「興
亜厚生大会」にいたる日独文化交流の流れ、
たとえばヒトラー・ユーゲントの来日などの
交流イベントに関する史料、さらには日独文
化交流が進展するなかで両国の新聞・雑誌等

にあらわれた国民世論に関する史料・文献を
幅広く渉猟するため、㋐㋑の史料調査と並行
する形でⓐドイツではベルリンの外務省政
治文書館、連邦文書館と国立図書館、ⓑ日本
では外務省外交史料館と国立国会図書館な
どで史料調査を行った。そこで得られた史
料・文献をもとに、ⓒ所属研究機関で研究調
査を行うことで、欧米の先進的な経営管理手
法の流れをくむナチスの社会政策が、どんな
形で戦時下日本の社会改革構想に受け継が
れ、日独の相互認識・イメージの形成に寄与
したのかを考察するとともに、ナチスの影響
のもとで展開した日本の社会政策のあり方
を、20 世紀の総力戦体制＝福祉国家体制の成
立という枠組みのなかで捉え直すことを試
みた。 
 
４．研究成果 
(1) ㋐ナチスの社会政策、とくに「歓喜力行
団」の活動については、余暇の積極的活用を
は か っ た「歓喜力行団」を中心とするナチ
スの社会政策が、20 世紀初頭以降の労働科
学・テイラー主義・フォード主義の潮流に棹
さしつつも、機械的組織論の批判と人間的要
素の重視という方向に生産性向上の活路を
見出そうとするものであって、生産性の向上
という目的と労働者の社会的統合という目
的を結びつけたという意味で、戦間期欧米の
国際的な潮流との間で連続性と非連続性の
両面を兼ね備えていたことを明らかにした。
1936 年にドイツ・ハンブルクで開催された
「世界リクリエーション会議」は、それまで
欧米の余暇運動をリードしてきた国際労働
機関にかわって、ドイツとイタリアが主導す
る国際的な余暇運動の結束点となり、ナチス
の「歓喜力行団」の先進性を世界にアピール
する舞台にもなったが、本研究はこの会議の
前後のドイツとイタリアの動向を精査する
ことによって、そうした先進的な社会政策を
導入したナチスが、1936 年の「世界リクリエ
ーション会議」の開催を契機に、余暇の拡充
を通じて生産性の向上を実現するという独
自の社会政策を打ち出すことで、国際的な余
暇運動の主導権を握るにいたったことを明
らかにした。このほか、本研究は「歓喜力行
団」の初代局長であったドレスラー＝アンド
レスの活動を精査することを通じて、労働者
の社会統合をはかったこの組織の初期の「社
会主義的」な余暇政策が体制内部の利害対立
によって不十分にしか実現されなかったこ
とも明らかにすることができた。 
 
(2) ㋑日本の総力戦体制と厚生運動の展開
については、日本の厚生運動がナチスの「歓
喜力行団」を模範として急速な発展をとげつ
つも、指導方針をめぐる対立と混乱を克服で
きないまま、労働統制の強化を目的とする勤
労新体制建設の動きに呑み込まれ、国民精神
総動員運動や産業報国運動と合流する形で
実質的な意味を失うことになったことを明



らかにした。日本の厚生運動は、1936 年の「世
界リクリエーション会議」以降、38 年の日本
厚生協会の設立、40 年の「興亜厚生大会」の
開催にまでいたるものの、戦時下という状況
のもとで具体的な方向性を欠いたまま展開
し、総力戦体制確立の急務が叫ばれるなか十
分な組織的実現を見ることなく終わったの
であった。厚生運動は、欧米の余暇運動や経
営管理手法の流れをくむナチスの「歓喜力行
団」から多くを受容する形で発展したが、欧
米の模範は日本の伝統と軋轢を生み、その受
容は様々な矛盾をはらむものであった。この
点に目を向けることで、本研究は戦時下日本
の総力戦体制の抱えていた矛盾や限界を提
示した。これによって、20世紀前半に欧米で
発展した労働科学・テイラー主義・フォード
主義が日本の社会改革構想にいかなる影響
を与え、厚生運動の展開を方向づけたのかと
いう視角から、先進的な経営管理手法が総力
戦体制確立の過程で果たした役割と意義を
明らかにし、日本の総力戦体制＝福祉国家体
制の問題に新たな知見を加えることができ
た。 
 
(3) ㋒日独関係、とくに文化面での交流につ
いては、1930 年代半ば以降、日独の精神的な
絆を強調する相互認識・イメージが広まり、
両国の外交的な関係強化に大きな役割を果
たすなかで、戦時下日本の社会改革構想がナ
チスの先進的な社会政策に模範を見出しつ
つも、これを精神主義的な方向で受容しよ
うとしたため、余暇の拡充とは真逆の一方的
な労働強化をもたらすに終わったことを明
らかにした。1940 年に大阪で開催された「興
亜厚生大会」にはナチスの幹部も招待され、
日本の関係者と交流を行ったが、この大会で
採択された「歓喜力行」のスローガンは、日
独の社会政策面での提携を宣言するだけで、
厚生問題に関する実質的な議論の深化をあ
らわしてはいなかった。ナチスの「歓喜力行
団」は、労働力の再生産のためには職場・労
働過程のみならず、職場外・余暇の生活様式
の合理化もはからねばならないという科学
的な労働管理思想にもとづくものであった
が、そうした先進的な思想もまた、「心身鍛
錬」や「君国奉公」といった精神主義的な形
で受容されるにとどまり、結局のところ一方
的な労働強化をもたらすに終わったのであ
った。本研究は、こうした余暇の重視とその
反面での労働強化という逆説的な過程に焦
点を当てることで、日本の総力戦体制＝福祉
国家体制の問題を日独文化交流を中心とし
た国際関係の枠組みのなかに位置づけ、ドイ
ツの先進的な制度がいかにして日本の社会
改革構想に影響を与えることになったのか
という問題を中心に、国際的な文化受容の観
点から日本の戦時体制のあり方を捉え直し
た。 
 
(4) 以上の研究成果を通じて、本研究は厚生

運動が総力戦体制構築の過程で果たした役
割を中心に、ドイツの影響のもとで展開した
日本の社会政策のあり方を、20 世紀の総力戦
体制＝福祉国家体制の成立という枠組みの
なかで問い直すことができた。研究代表者は、
これらの研究成果の一部を論文として発表
したが、とくに㋑㋒については研究の進展が
遅れたこともあって、研究成果をまとめる作
業を終えておらず、出版を予定していた著書
を完成するにはいたっていない。これについ
ては、継続課題として引き続き取り組み、数
年以内に研究を完成させたいと考えている。 
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